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二
月
十
五
日
（
木
）・
二
十
二
日

（
木
）
の
二
日
間
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

お
お
た
を
会
場
に
「
幹
部
社
員
（
及

び
幹
部
候
補
）
研
修
会
」
を
開
催
。

研
修
の
目
的
と
し
て
「
幹
部
社
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
（
能
力
・
役
割
・

責
任
）
を
正
し
く
理
解
す
る
」
を
掲

げ
、
受
講
者
・
経
営
者
合
わ
せ
て

三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
幹
部
の
役
割
を
理
解

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
山
﨑
委

員
長
の
開
会
挨
拶
（
期
待
と
問
題
提

起
）
に
続
き
、「
あ
な

た
の
思
う
ダ
メ
幹
部
」

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
大

塚
氏
）
や
「
幹
部
と
し

て
知
っ
て
お
き
た
い
財

務
の
話（
町
田
氏
）」「
サ

ラ
サ
ラ
伝
わ
る
情
報
共

有
（
中
西
氏
）」「
改
善

習
慣
と
人
材
活
用
・
育

成
の
重
要
性
（
高
屋
敷

氏
）」「
部
下
育
成
に
必

要
な
ス
キ
ル
・
心
構
え

（
阿
久
戸
氏
）」
の
講
義

＆
グ
ル
ー
プ
討
論
な

ど
、
幹
部
社
員
に
必
須

と
な
る
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
最
後
に
は
、
一
週
間
後

に
開
催
さ
れ
る
二
日
目
に
向
け
て
、

一
日
目
の
講
義
を
受
け
て
の
実
践
課

題
、
あ
る
い
は
二
日
目
の
講
義
に
対

す
る
事
前
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
幹
部
と
し
て
自
ら
考

え
、行
動
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。

一
日
目
の
振
り
返
り
と
実
践
課
題

の
共
有
を
皮
切
り
に
、「
幹
部
と
は

憧
れ
る
魅
力
的
な
役
職
（
吉
池
氏
）」

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
思
考
＋
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
（
山
﨑
氏
）」

「
経
営
指
針
に
ど
れ
く
ら
い
コ
ミ
ッ

ト
し
て
い
る
か
（
山
﨑
氏
）」「
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
＆
合
意
形

成
（
齋
藤
氏
）」
の
講
義
と
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
討
論
や
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
総
仕
上
げ
と
な
る

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
時
間
で
は
、

研
修
会
参
加
前
の
課
題
、
研
修
会
で

の
学
び
を
課
題
解
決
に
ど
う
活
か
す

か
を
各
グ
ル
ー
プ
で
率
直
に
意
見
交

換
。
適
宜
、
経
営
者
も
意
見
交
換
に

加
わ
り
な
が
ら
、
今
回
の
研
修
会
を

よ
り
有
意
義
に
す
る
た
め
の
具
体
策

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

共
育
委
員
会
で
は
「
経
営
者
と
社

員
が
共
に
学
び
、
共
に
育
ち
合
う
」

を
基
本
に
、
年
間
を
通
じ
て
各
階
層

の
社
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
企

画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会

員
企
業
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

２
０
２
３
幹
部
社
員
（
及
び
幹
部
候
補
）
研
修
会

幹
部
社
員

幹
部
社
員
にに
求
め
ら
れ
る
こ
と

求
め
ら
れ
る
こ
と
をを

��

正
し
く
理
解

正
し
く
理
解
す
る
す
る
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立ち上げ３年の活動報告立ち上げ３年の活動報告
鶴の花部会勉強会

　

女
性
経
営
者
、
社
長
夫
人
な
ど
立

場
の
違
う
人
同
士
、
同
じ
境
遇
の
人

同
士
が
交
流
し
、
様
々
な
角
度
か
ら

学
び
合
え
る
場
を
作
り
活
動
す
る
鶴

の
花
部
会
で
は
、三
月
十
一
日
（
月
）、

前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
鶴

の
花
部
会
っ
て
ど
ん
な
部
会
？
～
立

ち
上
げ
三
年
の
活
動
報
告
」
と
題
し

て
オ
ー
プ
ン
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

部
会
設
立
の
経
緯
や
準
備
会
の
立

ち
上
げ
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
活

動
を
振
り
返
り
、
勉
強
会
や
オ
ー
プ

ン
例
会
の
テ
ー
マ
と
得
ら
れ
た
学
び

を
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
勉
強
会
の
企
画
・
設

営
を
行
っ
た
今
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
営
チ
ー
ム
が

担
当
し
、
学
び
と
成
果
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

活
動
報
告
後
に
は
「
ネ
ク
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
ど
う
す
る
？
」
と
の
テ
ー
マ

で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、自
身（
自

社
）
の
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
の
話
題

は
も
ち
ろ
ん
、
部
会
の
方
向
性
や
学

び
た
い
経
営
課
題
な
ど
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
討
論
テ
ー
マ
の
通
り
次
年

度
へ
向
け
て
踏
み
出
す
準
備
を
模
索

す
る
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　2024年１月１日午後４時10分頃、石川県能登地方を中心に最大震度７の地震が発生し、深刻な被害をも
たらしました。被害に遭われた皆様には心からお見舞い申し上げます。
　群馬同友会では、被害に遭われた地域や同友
会、会員企業に対して少しでも力になれればと、
１月理事会で同地震に対する支援を決定し、支
援金の募集に取り組んで参りました。
　３月15日までに群馬同友会に寄せられた支援
金は「2,821,171円」となりました。ご支援いた
だきました皆さま、まことにありがとうござい
ます。
　お寄せいただいた支援金につきましては、中
小企業家同友会全国協議会（中同協）を通じて
被災地同友会へ提供（会員企業の復旧・復興等
を支援）するほか、復旧・復興に関する事務局
の人的支援等に活用されます。

能登 半 島 地震支援金に関して

東京同友会提供
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日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

一
歩
ず
つ
成
長

一
歩
ず
つ
成
長

渋
川
吾
妻
支
部
２
月
例
会

前
橋
支
部
２
月
例
会

職人親子、38年の歩み職人親子、38年の歩み
桐生支部２月例会

　

二
月
二
十
八
日
（
水
）、
桐
生
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐
生

支
部
二
月
例
会
」
を
開
催
。
電
気
設

備
、
空
調
設
備
の
設
計
・
施
工
を
手

掛
け
る
㈲
岡
田
電
気
設
備
・
岡
田
隆

宏
氏
（
桐
生
支
部
）
が
「
職
人
親
子
、

三
十
八
年
の
歩
み
～
同
友
会
に
参
加

し
て
気
づ
い
た
自
分
の
課
題
～
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

岡
田
氏
は
、
自
己
紹
介
や
入
社
経

緯
の
説
明
に
続
き
、
同
友
会
へ
の
参

加
、特
に
徳
井
塾
（
支
部
の
小
グ
ル
ー

プ
活
動
）
を
通
し
て
気
づ
い
た
自
身

の
課
題
や
変
化
を
紹
介
。
続
け
て

「
今
の
ま
ま
で
は
会
社
は
お
ろ
か
自
分

の
人
生
す
ら
全
う
で
き
な
い
」
と
い

う
危
機
感
、「
父
親
も
七
〇
才
目
前
。

事
業
承
継
に
向
け
た
学
び
と
行
動
を

起
こ
す
」
と
い
う
後
継
者
と
し
て
の

覚
悟
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
随
所

で
父
親
（
社
長
）
と
の
関
係
性
に
も

触
れ
、
岡
田
社
長
を
良
く
知
る
会
員

に
と
っ
て
、
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
数
々
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
報
告
者
へ
の
提
案
や

ア
ド
バ
イ
ス
、
期
待
す
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
。
岡
田
氏

の
報
告
が
予
定
よ
り
短
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
補
っ
て
余

り
あ
る
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
、
い
つ
も
以
上

に
温
か
い
雰
囲
気
の
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

前
橋
支
部
で
は
、
二
月
二
十
一
日

（
水
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
一

歩
ず
つ
成
長
～
創
業
か
ら
の
苦
悩
を

乗
り
越
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
～
」
と
題

し
て
、
Ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｌ
ｕ
ｌ
ｕ
・
代
表
、

渡
辺
真
由
美
氏
（
鶴
の
花
部
会
長
／

太
田
支
部
副
支
部
長
）
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
「
開
業
、
独

立
、
使
命
・
試
練
、
成
長
、
拡
大
」

の
五
つ
に
分
け
て
紹
介
し
た
渡
辺

氏
。
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
生
み
出
す
決

断
力
と
行
動
力
が
印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
「
苦
労
も
失
敗
と
同
じ
で
、

課
題
な
の
で
改
善
す
れ
ば
い
い
。
ビ

ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
事
し
か
見
て
い

な
い
」
と
語
る
姿
か
ら
は
、
さ
ら
な

る
拡
大
の
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
も
そ
う
遠

く
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
報
告
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
創
業

か
ら
の
展
開
が
早
い
。
勢
い
を
感
じ

る
」「
前
向
き
に
諦
め
ず
努
力
を
続

け
る
姿
勢
を
見
習
い
た
い
」「
自
分

を
信
じ
て
積
極
的
に
行
動
す
る
事
が

経
営
者
と
し
て
大
事
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
月
八
日
（
木
）、
渋
川
吾
妻
支

部
二
月
例
会
と
し
て
「
日
帰
り
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
ロ
ー
ラ
ン
ド
観

光
バ
ス
㈱
（
蜂
巣
社
長
／
同
支
部
）

の
ア
テ
ン
ド
に
よ
り
、
横
浜
中
華
街

と
横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

朝
七
時
三
〇
分
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
観

光
バ
ス
の
駐
車
場
を
出
発
し
、
一
路

横
浜
・
横
須
賀
方
面
へ
。
車
内
は
さ

な
が
ら
グ
ル
ー
プ
討
論
の
様
相
を
呈

し
、
あ
っ
と
言
う
間
に
横
浜
中
華
街

へ
到
着
。
四
川
料
理
の
老
舗
「
重
慶

飯
店
」
で
の
昼
食
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
須

賀
へ
移
動
し
、
ド
ブ
板
通
り
の
散
策

と
軍
港
め
ぐ
り
を
楽
し
み
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
帰
り
も
や
っ
ぱ
り
グ

ル
ー
プ
討
論
だ
っ
た
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

参
加
者
は
大
満
足
の
バ
ス
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
が
、
人
数
が
少
な

か
っ
た
の
は
課
題
。
後
日
の
運
営
委

員
会
で
は
「
次
に
企
画
す
る
際
は
視

察
や
研
修
な
ど
を
旅
程
に
組
み
込

み
、
よ
り
同
友
会
ら
し
く
学
び
に
繋

が
る
内
容
に
」
と
い
う
意
見
で
一
致

し
ま
し
た
。
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軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

公
開
コ
ン
サ
ル
で

公
開
コ
ン
サ
ル
で

��

経
営
課
題
を
浮
き
彫
り
に

経
営
課
題
を
浮
き
彫
り
に

高
崎
支
部
２
月
例
会

　

二
月
二
十
六
日
（
月
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高

崎
支
部
二
月
例
会
」
を
開
催
。
レ
イ

ア
ク
リ
ス
化
粧
品
、
代
表
・
千
保
木

桂
子
氏
、
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、代
表
取
締
役
・

鈴
木
智
統
氏
の
二
名
（
い
ず
れ
も
高

崎
支
部
）が
報
告
者
を
務
め
、「
今
年
、

あ
な
た
は
何
に
取
り
組
み
ま
す
か
？

～
〝
公
開
コ
ン
サ
ル
〟
で
経
営
課
題

を
浮
き
彫
り
に
す
る
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
千
保
木
氏
の
現
状
を
も
と
に
し

た
対
話
形
式
の
公
開
コ
ン
サ
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　

千
保
木
氏
は
、
自
己
紹
介
と
商
品

紹
介
に
続
き
、
売
上
減
少
に
苦
し
む

現
状
を
説
明
。
そ
れ
に
対
し
鈴
木
氏

が
、
各
種
経
営
数
字
を
ス
ト
ラ
ッ
ク

図
に
当
て
は
め
、
必
要
な
利
益
や
売

上
高
、
商
品
販
売
数
な
ど
を
解
説
し

ま
し
た
。「
自
分
が
惚
れ
込
ん
だ
自

信
の
あ
る
商
品
」と
語
る
千
保
木
氏
。

そ
の
思
い
を
い
か
に
集
客
に
繋
げ
ら

れ
る
か
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

見
込
み
客
・
新
規
顧
客
の
発
掘
や
既

存
顧
客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に

対
話
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
は

「
各
社
の
課
題
は
何
で
す
か
？

今
年
取
り
組
む
目
標
は
？
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
千
保
木
氏
の
経

営
課
題
を
自
分
事
と
し
て
考
え

る
形
式
で
実
施
。と
は
い
え「
千

保
木
氏
の
経
営
課
題
を
ど
う
解

決
す
る
か
？
」
が
話
題
に
な
る

グ
ル
ー
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
グ

ル
ー
プ
発
表
で
も
千
保
木
氏
へ

の
具
体
的
な
提
案
や
ア
ド
バ
イ

ス
、
温
か
い
エ
ー
ル
な
ど
が
多

数
出
さ
れ
ま
し
た
。

成長する人しない人の成長する人しない人の
� 差は何だろう� 差は何だろう

太田支部２月例会

　

太
田
支
部
で
は
、
二
月
十
六
日

（
金
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
「
成
長
す
る
人
し
な
い
人
の
差

は
何
だ
ろ
う
？
～
学
び
の
実
践
！
○

○
が
成
長
の
鍵
!?
～
」
と
題
し
て
支

部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
支
部
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
経

営
課
題
解
決
の
た
め
に
、
同
友
会
を

使
い
倒
そ
う
」
を
振
り
返
る
た
め
、

同
友
会
を
活
用
し
、
成
長
し
続
け
て

い
る
四
名
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
㈱

マ
テ
ハ
ン
・
島
山
淳
氏
、
㈲
神
保
商

会
・
神
保
豊
氏
、
㈱
総
合
環
境
分
析
・

中
村
和
弘
氏
、Ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｌ
ｕ
ｌ
ｕ
・

渡
辺
真
由
美
氏
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
例
会
で
の
学
び
や
気
付
き
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
の
出
会
い
が
成
長

の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
」
な
ど
、
活

用
事
例
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
な
成

果
や
成
長
に
ま
で
話
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
ど
う
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
し
て
い
く
か
？
」
の
テ
ー

マ
で
意
見
交
換
を
行
い
、
参
加
者
か

ら
は
「
成
長
の
た
め
に
は
意
識
・
環

境
・
主
体
性
と
い
っ
た
多
く
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
へ
の
気
付
き

が
大
切
」
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

て
い
き
た
い
と
い
う
前
向
き
な
意
見

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

�
（
文
：
渡
辺
真
由
美
／
太
田
支
部
）
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社
員
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
て

社
員
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
て

��

行
動
す
る
人
財
育
成
方
法

行
動
す
る
人
財
育
成
方
法

富
岡
安
中
支
部
２
月
例
会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
二
月
十
六

日
（
金
）、
富
岡
公
民
館
を
会
場
に

支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
社

員
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
て
行
動
す

る
人
財
育
成
方
法
」
と
題
し
て
、
群

馬
同
友
会
共
育
委
員
長
の
㈲
山
﨑
製

作
所
・
代
表
取
締
役
、
山
崎
将
臣
氏

（
高
崎
支
部
）
が
委
員
会
活
動
の
紹

介
と
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

良
い
会
社
を
つ
く
る
こ
と
は
、
経

営
者
の
成
長
だ
け
で
は
叶
い
ま
せ

ん
。
経
営
者
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て

社
員
共
育
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
社
員
さ
ん
と
共
に
成
長
し
、

そ
の
結
果
「
良
い
会
社
」
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
同
友
会
で

は「
教
育
」で
は
な
く「
共
に
育
つ〝
共

育
〟」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
自
ら
考

え
て
主
体
的
に
行
動
出
来
る
社
員
さ

ん
が
、
互
い
の
違
い
を
認
め
あ
い
な

農業経営と開拓魂農業経営と開拓魂
沼田支部２月例会

　

沼
田
支
部
で
は
、
二
月
二
十
八
日

（
水
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
、
㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋
・
代
表

取
締
役
、
高
橋
宣
明
氏
が
「
農
業
経

営
と
開
拓
魂
～
そ
の
目
に
う
つ
る
モ

ノ
は
～
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
営
と
自
身
が
考
え
る
経
営
に
つ
い

て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
事
業
承
継
以
降
の
売
上

と
利
益
の
推
移
を
紹
介
し
、
社
長
に

な
っ
て
売
上
が
減
少
し
、
社
員
も
離

れ
て
し
ま
っ
た
事
か
ら
社
内
を
立
て

直
す
事
に
集
中
し
た
過
去
を
振
り
返

り
ま
し
た
。
し
か
し
売
上
げ
が
戻
っ

た
も
の
の
利
益
が
出
て
い
な
い
事
か

ら
経
営
ス
タ
イ
ル
に
疑
問
を
持
ち
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
売
上
げ
を
上
げ
て
利

益
を
出
す
方
向
に
考
え
方
を
変
え
た

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
番
利
益
率

の
高
い
時
期
で
勝
負
す
る
た
め
に
販

売
先
も
見
直
し
た
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
身
と
社
員
と
の
関
係
に

も
言
及
し
「
正
解
を
求
め
る
行
動
で

は
な
く
、
ど
う
正
解
に
向
か
っ
て
社

員
と
一
緒
に
行
動
す
る
か
」
と
い
う

考
え
方
に
変
わ
っ
た
と
し
て
「
利

益
は
社
員
と
の
関
係
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
社

の
適
正
規
模
を
考
え
さ
せ
る
内
容

だ
っ
た
」「
経
営
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
学
び
続
け
る
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
」「
社
員
と
の
良
好
な
関

係
性
構
築
の
た
め
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル

を
意
識
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

青
年
部

青
年
部
1010
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

青
年
部
３
月
例
会

　

三
月
十
三
日
（
水
）、
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
前
橋
を
会
場
に
「
群

馬
同
友
会
青
年
部
創
立
十
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

県
内
青
年
部
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

関
東
甲
信
越
の
他
県
同
友
会
青
年
部

長
・
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
年
部

活
動
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
上
映
さ
れ
、
十
年
の
活
動
を
写
真

で
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

参
加
し
た
歴
代
青
年
部
長
の
島
山
氏

（
初
代
）、阿
久
戸
英
男
氏
（
三
代
目
）

か
ら
、
当
時
の
思
い
出
と
青
年
部
へ

の
期
待
が
語
ら
れ
、
都
合
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
杉
崎
氏
（
二
代
目
）、

布
施
氏
（
四
代
目
）、
山
崎
氏
（
五

代
目
）
か
ら
は
、
事
前
に
預
か
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
乾
杯
を
挟
み
、
関
東
甲

信
越
の
各
青
年
部
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
テ
ー

ブ
ル
そ
れ
ぞ
れ
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
（
土
）
に
山
梨
で
開
催

さ
れ
る
「
第
十
回
関
東
甲
信
越
青
年

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
前
に
、
よ

り
一
層
青
年
部
の
絆
が
強
く
な
る
記

念
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

が
ら
育
ち
あ
う
」
つ
ま
り
良
い
会
社

と
は
、
信
頼
出
来
る
社
員
さ
ん
と
一

緒
に
将
来
を
語
れ
る
会
社
の
延
長
線

上
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

例
会
で
し
た
。

�（
文
：
石
原
秀
樹
／
富
岡
安
中
支
部
）
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“
も
う
出
せ
ま
せ
ん
”か
ら
の
融
資
実
行

“
も
う
出
せ
ま
せ
ん
”か
ら
の
融
資
実
行

伊
勢
崎
支
部
・
埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会

　

二
月
二
十
日
（
火
）、
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ

３
５
８
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
・

埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会
」を
開
催
。

本
合
同
例
会
は
年
に
一
度
の
恒
例
行

事
と
し
て
、
回
を
重
ね
る
こ
と
十
三

回
目
。「〝
も
う
出
せ
ま
せ
ん
〟
か
ら

の
融
資
実
行
～
四
度
の
倒
産
危
機
を

乗
り
越
え
て
～
」
と
題
し
た
㈱
シ
ェ

リ
ー
、代
表
取
締
役
・
清
塚
徹
氏
（
渋

川
吾
妻
支
部
）
の
経
営
体
験
報
告
と

合
わ
せ
、
同
社
の
資
金
繰
り
支
援
に

携
わ
っ
た
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
横
須
賀
巧
哉

氏
（
同
支
部
）
が
、
そ
の
舞
台
裏
を

解
説
し
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
、
一

社
依
存
、
新
分
野
展

開
、
新
型
コ
ロ
ナ
、

四
度
に
及
ぶ
倒
産
危

機
を
乗
り
越
え
た
経

営
体
験
を
赤
裸
々
に

語
っ
た
清
塚
氏
。
特

に
「
資
金
繰
り
」
に

関
す
る
生
々
し
い
や

り
と
り
を
振
り
返
り

つ
つ
、
直
近
の
ピ
ン

チ
（
コ
ロ
ナ
禍
）
を

乗
り
越
え
た
経
営
実

践
の
詳
細
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
横

須
賀
氏
の
解
説
で

は
、
清
塚
氏
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
や
人
間

性
に
触
れ
な
が
ら
、

同
社
の
売
上
高
や
手

持
ち
資
金
、
売
上
構
成
比
な
ど
の
推

移
を
説
明
。
清
塚
氏
の
「
五
回
目
の

ピ
ン
チ
も
来
る
な
ら
来
い
と
い
う
感

じ
」
に
対
し
、
横
須
賀
氏
が
「
で
き

れ
ば
五
回
目
は
勘
弁
し
て
ほ
し
い

（
笑
）」
と
切
り
返
す
な
ど
、
両
者
の

信
頼
関
係
を
物
語
る
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。

　

報
告
後
は
「
今
後
の
ピ
ン
チ
に
ど

う
対
処
す
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
そ
の
後
の
懇

親
会
を
含
め
て
、
支
部
・
県
の
垣
根

を
超
え
た
活
発
な
意
見
交
換
や
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

代表取締役会長 神田　正氏

群馬中小企業家同友会【第52回定時総会】

「お客様と地域に愛される
　　　安心と満足のブランドを目指して」
　　　～５坪のラーメン店から上場企業へ～

●記念講演

㈱ハイデイ日高
●開催概要

◆日　時：2024年 4月18日㈭ 13：00受付
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

13：30～19：30（予定）

◆会　場：プラザ・アリア
　　　　　伊勢崎市喜多町147-1　TEL 0270-25-0606

◆参加費：1,000円（交流会まで出席は5,000円）
◆対　象：会内外の経営者及び幹部社員
◆主　催：群馬中小企業家同友会

《主なスケジュール（予定）》
13：00～　受　付
13：30～　第１部　総会議事
15：00～　第２部　記念講演
18：30～　第３部　交流会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【SDGs 理解と人材育成で協定】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支
部所属）と群馬日産自動車などをグループに持つ GN
ホールディングス（前橋市）は 22 日、「SDGs 次世代人
材育成協定」を結んだ。社員らが SDGs について講義
する授業を同大に新設するほか、同大で始めるカーシェ
アリング事業の構築に学生が参加する。
　協定の期間は４月から３年。同大は地元企業と学生
の交流や、ビジネス実践の機会などを通した人材育成
を目指す。授業は同社が貸与する電気自動車（EV）５
台を活用し、EVについて学んだり、学生や教職員目線
で使いやすいカーシェアを考えたりすることを想定し
ている。� ［２／ 23 付上毛］

【前橋・片貝支店を移転】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）は 26 日、老朽化した前橋市西片貝町の片貝
支店を旧店舗東の隣接地に新築移転し、開店した。
　新店舗は鉄骨２階建てで、延べ床面積は約 690 平方
㍍と大幅に拡張した。外観は高原のカフェをイメージ
し、店内は高い天井で窓口や待合の空間を広く確保し
た。窓口は大半を座ってゆっくり相談できるローカウ
ンターに一新。全自動貸金庫 155 庫や授乳室なども設
けた。� ［２／ 27 付上毛］

【11月 10日はカリカリ梅の日】
� 赤城フーズ㈱
� 村岡食品工業㈱
　全国トップクラスの製造量を誇る「カリカリ梅」を
盛り上げようと、県内の加工メーカー５社でつくる「群
馬の梅を応援する会　うめのわ」は 28 日、11 月 10 日
を「カリカリ梅の日」として登録したと発表した。
　カリカリ梅の日は、独特の食感を表す「いい（11）
音（10）」が由来。県内で開発されたカリカリ梅が 1971
年 11 月に発売されたことにもちなんだ。
　本県は和歌山県に次ぐ国内２位のウメ生産量を誇り、
カリカリ梅加工は全国トップクラスにあるものの、ウ
メ産地としての全国的な知名度は低いという。ブラン
ド化を図ろうと、加工メーカーの村岡食品工業㈱（専
務取締役・村岡建志氏／前橋支部所属）、コマックス、
赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠山昌子氏／前橋支
部所属）、梅吉、大利根漬が 2018 年に同会を結成し、
今年１月に日本記念日協会から認定を受けた。
� ［２／ 29 付上毛］

【日本農業賞　夫婦で最高賞】
� 須藤牧場
　第 53 回日本農業賞「個別経営の部」で、前橋市の酪
農家、須藤晃さん（須藤牧場・代表／前橋支部所属）
と妻の淳子さんが最高賞の大賞に輝いた。本県の大賞
受賞は 2015 年度以来８年ぶり。市内耕種農家との耕畜
連携を深め、地元で生産された飼料を積極的に使用す
るほか、家畜にとってストレスの少ない飼育環境を目
指す「アニマルウェルフェア」の推進といった取り組
みが評価された。須藤さんは「円安や国際情勢を背景
に穀物が高騰し、国産飼料の注目が高まっている。大
変な時期もあったが、取り組みが認めてもらえてうれ
しい」と喜んでいる。授賞式は９日、東京・NHKホー
ルで開かれる。� ［３／１付上毛］

【食べチョクの最高賞】
� かがやきいちご園
　大手産直通販サイト「食べチョク」のイチゴ品評会
「食べチョクいちご博」が東京都内で初めて開かれ、か
がやきいちご園（代表・齋藤大輝氏／伊勢崎支部所属）
の県育成品種「やよいひめ」が最高賞の総合大賞に輝
いた。
　齋藤代表は「きれいでおいしいイチゴを目指してき
た。全国の品評会で認めてもらい、跳び上がるほどう

れしかった」と喜んだ。他の県内生産者のやよいひめ
も複数入賞しているとして「品種の知名度を上げて、
群馬のイチゴを全国でブレークさせたい」と意気込ん
だ。� ［３／１付上毛］

【採択５事業者　成果発表】
� ㈱ Sunset�films
　創業間もない事業者を支援する「ぐんまスタートアッ
プアクセラレーションプログラム（RAITO）2023」（県
主催）の成果発表会が１日、県庁で開かれた。五つの
採択事業者が昨年 10 月から５カ月間、事業を磨き上げ
てきた成果や展望を発表した。
　映像制作などを手がける㈱ Sunset�films の井埜涼太
代表（高崎支部所属）は、安中市と連携し 30 日に営業
を始めるナイトウォーク事業を紹介した。音楽や照明
の演出などで夜の廃線歩きをブランディングし、新た
な観光コンテンツを創出した実績をアピール。今後シ
リーズ化し、別の場所でも展開する構想を明かした。
� ［３／２付上毛］

【端材使い女性健康用品】
� ㈲スワコーポレーション
　ウレタン加工業の㈲スワコーポレーション（代表取
締役・諏訪康彦氏／伊勢崎支部所属）は、端材を使い
新たな商品を生み出す「アップサイクル」に取り組む。
軽い上に高い伸縮性や耐衝撃性がある特徴を生かした
トレーニングクッションを開発。産業廃棄物を活用し
た商品開発も展開する。
　硬軟のウレタンを組み合わせた独特の構造で筋力低
下を予防し、産後ケアや尿漏れなどの悩みに役立てて
もらう。諏訪社長が運動指導を受けた、日本トレーニ
ング指導者協会公認運動指導者や理学療法士が開発に
協力した。座ると背筋が凛と伸びることから「すわりん」
と名付け、１月から販売している。� ［３／７付上毛］

【PCで受験　土日も開設】
� 中央カレッジグループ
　専門学校９校を運営する中央カレッジグループ（代
表理事長・中島利郎氏／前橋支部所属）は、コンピュー
ター（PC）を使った試験方式「CBT」のテストセンター
を同町の群馬法科ビジネス専門学校３号館に 16 日開設
する。土日開設が特徴で、仕事で休めない社会人など
の需要を取り込む。同グループは「コロナ禍を経て、
CBTでの受験希望者は増加傾向にある」とし、初めて
同センターを運営。初年度は延べ４千人、２年目以降
は延べ６千人の利用を見込む。� ［３／８付上毛］

【相談３年で４倍に】
� （一社）ヤング・アシストいっぽ
　児童養護施設や里親家庭から離れた「ケアリーバー」
の自立を支える県のアフターケア拠点で、当事者から
の相談件数が右肩上がりで増えている。2019 年度に約
1200 件だったが、22 年度には約 4700 件と４倍近くに
急増。拠点の認知度向上などが要因とみられる。
　アフターケア拠点の名称はヤング・アシストいっぽ
（（一社）ヤング・アシスト、理事・山岸有香氏／前橋
支部所属）。専門スタッフが金銭や行政手続き、職場環
境など、施設退所後の幅広い悩みに対面や電話、通信
アプリ「LINE（ライン）」などで応じる。
　相談の増加や、身近な場所で相談したいといった利
用者の声を受け、県は支援体制を強化する。新年度に
いっぽ職員を１人増やして西毛と東毛にそれぞれ月２
回ほど派遣し、対面相談に応じることを目指す。
� ［３／ 14 付上毛］

【組織変更】
　石原労務管理事務所、代表・石原慎二氏（伊勢崎支
部所属）は、この度、「社会保険労務士法人　伊勢崎経
営労務」に組織変更しました。

【代表取締役社長就任】
　㈲クリハラフーズ、取締役工場長・栗原伸悟氏（伊
勢崎支部所属）は、この度、「代表取締役社長」に就任
しました。
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第11回
日
時　

三
月
五
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
吉

池
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、
提
箸
、

本
多
、小
林
、佐
藤
、高
屋
敷
、渡
辺
、

小
池
、
鈴
木
、
周
藤
、
神
保
、
金
子
、

池
沢
、
佐
藤
、
齋
藤
、
岡
田
、
阿
久

戸
、
関
口
、
石
原
、
事
務
局
／
阿
久

澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

吉
池
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
一
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
後
援
依
頼

　

第
二
十
二
回
群
馬
県
障
害
者
技
能

競
技
大
会
（
ぐ
ん
ま
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
二
〇
二
四
）
の
後
援
依
頼
を
承
認

し
ま
し
た
。

２
．
第
五
十
二
回
定
時
総
会
の
概
要

確
認

　

四
月
十
八
日
（
木
）
開
催
予
定
の

第
五
十
二
回
定
時
総
会
の
概
要
が
確

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
講
師
（
ハ
イ

デ
イ
日
高
・
神
田
会
長
）
へ
の
依
頼

経
緯
や
講
演
内
容
な
ど
が
佐
藤
富
岡

安
中
支
部
長
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

３
．
新
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
・
重
点

方
針
案
・
部
門
方
針
案
の
決
定
に
つ

い
て

　

前
回
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
再

検
討
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方
針

案
が
総
務
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
こ
れ

を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
門
方
針
案
に
つ
い
て
は

各
組
織
担
当
者
か
ら
説
明
・
提
案
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
今
年
度
活
動
報
告
案
の
決
定

　

二
〇
二
三
年
度
の
活
動
報
告
案
が

総
務
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

５
．
事
務
局
（
事
務
局
長
）
人
事
に

つ
い
て

　

阿
久
澤
事
務
局
次
長
の
事
務
局
長

就
任
に
つ
い
て
総
務
会
か
ら
提
案
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
合
わ
せ
て
新
事
務
局
長
よ
り
就

任
の
抱
負
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

６
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
一
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

小
板
橋
経
営
労
働
委
員
長
よ
り

「
委
員
会
・
部
会
活
動
へ
の
各
支
部

の
協
力
と
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
選
任
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ

り
、
理
事
会
全
体
で
の
意
見
交
換
と

情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

２
．
第
十
二
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
阿

久
戸
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
四
月
九
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）


